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研究成果の概要（和文）：本研究は小児がんを経験して治療を終了した小児がんサバイバーに対して包括的に認
知機能評価を実施、経時的にフィードバックして治療終了後も多方面から支援を行い、サバイバーのQOL向上を
目指した。研究代表者の施設を中心にWISCの学校へのフィードバックを検証した。また小児がんサバイバーにお
ける学習・就職の支援について、行政や学校、医療従事者に何を求めるのかは疾患や治療、知的を含む合併症の
程度で異なるという知見を得た。サバイバー自身や親権者のレジリエンスがどのように変化するかも検討してい
る。
今も小児がん認知機能評価事務局は佐藤聡美研究室にあり、研究代表者とともに小児がんサバイバー支援を継続
している。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to comprehensively assess the cognitive functions of 
childhood cancer survivors who have completed their treatment. By providing feedback over time and 
offering multi-faceted support even after the end of treatment, the goal was to improve the 
survivors' quality of life (QOL). Centered around the lead researcher's institution, the feedback 
from the WISC to schools was examined. Additionally, it was found that the support required for 
learning and employment for childhood cancer survivors varied depending on the disease, treatment, 
and the extent of complications, including intellectual disabilities. The study also considered how 
the resilience of the survivors themselves and their guardians changes over time.
Currently, the office for cognitive function assessment of childhood cancer is still based in Satomi
 Sato's laboratory, continuing to support childhood cancer survivors in collaboration with the lead 
researcher.

研究分野： 小児腫瘍

キーワード： 小児AYA世代がん　神経・認知機能　QOL　教育支援体制　就学支援体制　長期フォローアップ　がん教
育　固形がん
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研究成果の学術的意義や社会的意義
小児および青年若年成人（AYA）でがんを発症した経験者（小児がんサバイバー）における生活の質（QOL）と予
後に関して、私たちは、小児がんサバイバーにとって必要な学習と就労の支援が、疾患、治療、および合併症の
程度によって異なることを見出した。
また、認知機能の評価方法の統一、学習支援法についての医療・教育および行政における理解度を高めるための
会合を開催してきた。
小児がんの治療成績が向上し、今後本邦ではさらに多くの小児がんサバイバーが就学・就労して行く事が見込ま
れる。そのための基礎研究として本研究成果は意義が高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

（1）平成 29 年 10 月に示された第 3 期がん対策推進基本計画では小児がん医療体制の充実が

注目され、ライフステージに応じた対策が求められた。日本小児がん研究グループ（JCCG）が 2014

年に設立され、各病院と中央診断施設の協力で正確な確定診断や治療が可能となったが、小児が

んや経験者における生活の質（QOL）の担保については不十分で、早急な体制作りが急務である

ことが背景にある。歴史的に白血病や脳腫瘍では QOL に関する既報は散見されるが、脳腫瘍以外

の小児固形がん領域では QOL に関する報告は乏しい。原疾患や二次腫瘍、循環器、呼吸器疾患で

の死亡率が高いという報告はあるものの、疾患ごとに QOL、さらに認知機能を詳細に検討した報

告は無い。 

 

（2）研修代表者は JCCG 設立以前より、全国の臨床医・研究者と小児固形がんの QOL 改善につ

いて議論し、認知機能に着目して検討を重ねてきた。この方向性が認められ、初期の JCCG 神経

芽腫委員会で長期フォローアップ小委員会委員長を拝命し、本研究開始前から現在も継続して 

“治癒後の QOL”をいかに提供すべきかを研究者たちと議論し続けている。 

 

２．研究の目的 

 

（1） 今後はまず、大分大学および長期フォローアップ委員会の施設で実施可能な数施設にて

研究を開始・継続し、最終的には多くの JCCG 施設で小児固形がん患児の包括的認知機能検査を

実施する事を目的とした。 

 

（2）また、単に総合検査を実施して評価する事がゴールではなく、“治癒後の良好な QOL”を担

保するために、得られた検査結果を就学・復学時にフィードバックを行うことが必須で医療従事

者と教育現場、また行政という三方向での連携をすることがもう一つの目的である。 

 

３．研究の方法 

 

（1）第一点は、評価介入時期に注目した。 

 適切な評価介入時期として就学前と考えており、就学時の相談会で資料として提示し、教員と

家族、場合によっては医師や心理士と相談会を開催して患児の教育支援の一環とする。さらに行

政とも双方向性の議論を行う。 

 

（2）小児固形がんの種類に注目した。 

小児固形がんは多くの部位に発症し、一律な介入よりも疾患部位や治療に応じた認知機能の

特徴をとらえて評価介入する事が妥当であると考えてウエクスラー式を始めとする評価方法：

例えばペグボードという方法で異常パターンを検出する。固形がんの種類が特徴的な認知機能

評価を示す可能性も有る。また本研究開始当時は固形腫瘍を中心に評価を行っていく予定だっ

たが、疾患コントロールとして、また現在も治療法が変化する小児がんとして小児白血病も対象



とすることが必要となった。 

 

４．研究成果 

 

（1）小児 AYA 世代固形がんの QOL や予後について、研究代表者らは小児脳腫瘍の中でも代表的

な髄芽腫の治療と予後、また放射線量法の頻度などを再確認した [1]。また固形がんのうち代表

的な神経芽腫における二次腫瘍と QOL [2]、診断困難による患児や親権者の苦悩などにも着目し

た [3]。 妊孕性低下が極めてがんサバイバーの心理的負担を増加させるため、そのガイドライ

ン作成に携わった [4]。 研究分担者の井上らは小児固形腫瘍の Wilms 腫瘍について臨床研究

に参加し、多方面から予後評価を行なった [5]。最終年度には、研究代表者らは小児がんサバイ

バーにおける学習・就職の支援について、行政や教育現場、そして医療従事者に何を求めるのか

は疾患や治療内容、合併症の程度などで異なるという知見を得た [6]。現在研究代表者が執筆中

の Post Traumatic Growth に着目した論文では WISC などの評価に応じた学習支援の程度によっ

てがんサバイバー自身、また親権者の QOL がどのように変化するかを検討している。 

 現在も小児がん認知機能評価の事務局は聖路加国際病院の佐藤聡美研究室にあり、本邦全体

の小児がんサバイバーを支援している事が望ましい。 

 

（2）学習支援の体制作りは研究代表者や研究分担者らが実施した。支援が必要な神経発達症に

対する学習支援 [7]、がんの子どもを守る会での講演においての啓蒙活動である。また研究分担

者の佐藤聡美を中心とし、小児がん患児およびそのサバイバーを対象とした心理士研修会を定

期的に開催する事が可能となった。 

 

（3）本研究開始時の対象疾患は小児 AYA 世代固形がんであったが、研究を進めるにつれて小児

血液腫瘍の領域においてもまだ QOL 支援が不十分である事が痛感されたため、並行して白血病

の治療成績や QOL 支援についても研究した。 

 研究代表者らは日本小児白血病研究会（JACLS）の急性リンパ性白血病（ALL）治療研究の成績

を通じて良質な QOL が担保できているかも注目して成果を上げつつある。JACLS の ALL-02 プロ

トコール治療研究における全体的なリスク [8]、また低リスク群 ALL の予後と副反応 [9]、L-

アスパラギナーゼ製剤を使用出来なかった患者の合併症や予後 [10, 11]、骨壊死など重篤な副

反応と QOL について [12]、また研究代表者を主著とした副反応、なかでも低身長の頻度につい

て [13]などである。 

 

（4）研究期間が延長した主な要因として、COVID-19 の蔓延があった。そのため研究代表者らは

COVID-19 パンデミック状態における小児がん診療状況も調査した [14]。 
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